
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 1 月 1 日       － つくり・うたい・ひろめ・つなぎあう －      第 648 号（１） 

日本音楽協議会 〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町 3 丁目 10-15 富士ビル 505 号室  発行人 松本敏之 

TEL  03-3221-1821  FAX 03-6369-3057     URL  http://nichionkyou.org    Email  nichion@yomogi.or.jp 

12
月
19
日
、
第
１
回
新
潟
音
楽

祭
現
地
実
行
委
員
会
を
長
岡
市
内

で
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
報

道
で
ご
存
じ
の
通
り
の
大
雪
で
中

止
（
書
面
対
応
）
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
松
本
会
長
と
坂
口

副
会
長
、
新
潟
県
支
部
の
高
野
さ

ん
と
竹
内
さ
ん
の
４
人
は
、
本
番

会
場
『
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

シ
ア
タ
ー
』
の
下
見
を
し
て
き
ま

し
た
。 

仕
切
り
直
し
を
し
て
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
佐
藤
） 

ステージに立ってみました 

長岡リリックホール・シアター 
・450 席 

・オーケストラピット使用時は 378 席 

・コロナ対策仕様だと 216 席 

 

・全国交流会の候補にあがっている２つの会場にも

伺いました。            （松本） リリックホール外観 

2023 年日音協セミナー開催要綱（概要） 
１ と き ２０２３年２月１１日（土）９時～１２日（日）１５時 

※２月１１日（土）の開会時刻が早いので、前泊を基本とします。２月１０日に交流会は予定していませんので、各自チェ

ックインしてください。 

２ ところ 小平市 学園坂スタジオ 

 ■住所 東京都小平市学園東町１丁目７－４１ ３F 

※新宿駅からＪＲ中央快速線で２８分 国分寺駅で西部多摩湖線に乗り換えて３分で一橋学園駅下車して北口から商店街

に進み、スーパーマルエツ（maruetsu）の角を右折、寿司や「黒潮」のビル３F（徒歩３分） 

 ■宿泊先 ビジネスホテル一茶別館（小平市学園東町１丁目８－１）ほか 

※参加申し込みくださった方に個別にご連絡します。 

３ セミナーの内容 

●セミナーのテーマは「つくる」＆「うたう」の二本立てです。コロナ禍の活動は、基本感染対策の手前人前には出ないよ

うに過ごしてきました。この３年間で歌う機会や新たな作品に取り組む機会も減少していますので、全国から元気を少し

ずつ持ち寄って、「つくる」＆「うたう」のワークショップを開きます。 

●「つくる」のワークショップ 

参加者が持ち寄るお気に入りのリズムパターンや事務局が準備したリズムパターンを「ああだ。こう だ。」と検討しな

がら、①まず最初にリズムパターンを作ります。②次にそのリズムパターンだけの演奏を組み立てる。③その演奏に持ち

寄った歌詞やメロディを乗せる。④演奏して発表する。という流れです。持ち寄る素材がワークショップの命ですのでご

協力をお願いします。 

●「うたう」のワークショップ 

ボイストレーニングのトレーナーに、谷森さんの Web コンサートに出演していただいた小笠原もずくさんを迎えて、

歌う筋肉や歌声など体全体の鍛え方について教えていただきます。日音協のトップボーカリストを目指して、一緒に体を

動かし声を出してみませんか。 

４ 参加費と交通費一部負担など 

●参加費お一人１８５００円（２泊３日、朝食、懇親会費含む）、全日程参加できない方の参加費の相当分を減額します。 

●参加する日音協会員は各支部一人につき、往復交通費のうち１３，０００円を越える分を日音協が負担します。 

●各日の昼食は各自でとってください。参加費に昼食代は含みません。 

５ 参加申込み 

１月 22 日（日）：一次締め切り。日音協事務所あてに別紙の申込み書により申込みをお願いします。 

   日本音楽協議会  メール nichion@yomogi.or.jp     ファックス 03-6369-3057 

６ その他 

   感染症が蔓延した場合には、延期もしくは中止にする可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

 
 

http://nichionkyou.org/
mailto:メールnichion@yomogi.or.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 1 月 1 日              音 楽 運 動              第 648 号（2） 

寺島博之さん 

12 月 11 日（日）、北区滝野川会館小

ホールにて都支部コンサートを開催しま

した。 

開催は 3 年ぶり。感染症拡大の中、昨

年までの 2 年間は会員のみの『都支部交

流会』でしたが、今回は久しぶりにお客

さまをお迎えしての『コンサート』です。 

出演は８団体。いつもより少なかったの

ですが、地道に練習を重ねてきた「メイ

ウィンズ」や「ういみん」、月１公演活動

を続けるひとり芝居の「おだかずや」、深

みのある歌声で会場をしんとさせる「寺

島博之」さんなど、充実した演目がそろ

いました。他にも「Piggies」、「狭石啓子」、

スポットライトに「Rico＆Tatsu 」。「都

支部」は音楽祭での構成『はじめのこと

ば』を再演しました。 

もうひとつ、全国代表者会議における

沖縄県支部からの「日音協ソングを広め

ているか？沖縄は歌っている。」という発

言に触発され、歌の紹介として今年の推

薦曲から『武器を捨てて』を演奏。会場

から手拍子が沸き、おおいに盛り上がり

ました。 

来場は６０名。感染が再々々・・拡大

の中、思った以上の参加数でした。２５

枚回収のアンケートにはぎっしりと書き

込まれたものや、次回への期待の記述も

多く、歌っていて良かった、開催して良

かったと心から思います。明日からも歌

い続けよう！        （森理子） 

 メイウィンズ 
 

ういみん 

おだかずやさん 

都支部メンバー 

都支部メンバー 

メイウィンズ 
Rico＆Tatsu（達哉くん） 

狭石啓子さん 

アコ伴奏は松本政夫さん 

めずらしい ギターの坂口さん 

Piggies 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 1 月 1 日              音 楽 運 動              第 648 号（3） 

 １２月４日、日音協福島県支部総会が開催されま

した。コロナ患者が少しずつ増えてきている中でも、

対面で顔を見ながら会員の半数が集まりました（５

名の欠席者の委任状あり）。総会終了後には坂口さん

が駆けつけ、来年の３月１１日の反原発ライブ開催

の提案がされました。 

 総会ではいつも通りお互いの近況報告、健康状態

や介護状況、年金暮らしの大変さなど井戸端会議か

ら始まり今年一年を振り返りました。久し振りに開

催された水戸音楽祭に発表できたこと、郡山や三春

地域で「原発事故被災者・帰還者向け」の歌声サロ

ン、ＮＰＯの行動に参加してきたこと等、少しずつ

ではありますが日音協のアピールができてきていま

す。特に今年は長年の課題であった「作品集」を発

行することができました。また、一緒に作成された

反原発のＤＶＤが今年の原水禁大会の参加者の前で

見ていただいたことなど、コロナ禍の厳しい状況の

中でも工夫が大切であることなど確認されました。 

 

 

「Ｎo Nukes Fukushima」～原発事故から 12 年目の３．１１に歌う（仮称）～ 
後援/日音協福島県支部・後援団体は今後も募集 

出演者 

①いなのとひら・のとこば（第 53 回はたらくものの音楽祭ゲスト） 

②佐藤 GWAN 博 （フォークシンガー、放送劇作家、役者） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/佐藤博_(フォークシンガー) 
  （これはウィキペディアのアドレス？です） 

③新月灯花（脱原発を歌う女性４人のロックグループ） 

https://www.inglabel.com/shingetu_toka/ 

■日音協福島県支部/ＶＪｋｉｎも歌で参加 

 

日 時 

2023 年 3月 11 日(土)15 時１５分〜 

会場 Koriyama CLUB#9(こおりやまクラブシャープナイン） 

会費 2000 円 

https://sharp9.net     

 

詳細は別途 
 

 

 また、来年の３月１１日の取り組みとして坂口さん

からの提案を討論した結果、反原発ライブを「日音協

福島県支部後援」として取り組むことになりました。

６月の新潟長岡祭典に向けた準備とあわせ支部会員全

体で頑張っていきます。 

 総会で確認された新役員体制は次の通りです。 

  支 部 長  二階堂 政則 

  副支部長  大友 孝雄 

  事務局長  菅井 浩 

  事務局次長 南條 善徳      （南條善徳） 

坂口さん 高山さん 南條さん 菅井さん 大友さん 二階堂さん 

「新月灯花」の HP より 

12 月 3 日、東北北３県の合同練習が盛

岡市・マリオスで開催され、９名が参加し

ました。秋田の大嶋さんの指導と岩手の高

橋円さんのピアノ伴奏で、音取り中心に行

いました。（発表曲はまだ『ヒ・ミ・ツ』で

す。）どう仕上がるか、楽しみです。（佐藤） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/佐藤博_(フォークシンガー)
https://www.inglabel.com/shingetu_toka/
https://sharp9.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 1 月 1 日                 音 楽 運 動              第 648 号（4） 

第３弾以降は、はたらくものの音楽祭のステージで

も知っていて当然のように使われる、ステージ用語に

ついてのあれこれ話を特集していく予定です。という

ことで、今回は今年の音楽祭の PA サブリーダーの岩

野浩昭さん（東京都支部）より寄稿いただきました。 
 

《いまさら聞けないステージ用語特集》 

『ステージの上手
かみて

と下手
しもて

』 

ステージの上手・下手の区別がイマイチ判明しな

い、ステージに向かって右側が上手で、左側が下手で

～、と教えてもらっても何故が釈然としない。音楽祭

ではいつも司会者のいるところが下手でステージスタ

ッフがスタンバイしているところが上手なんだ、と押

し付けるように覚えてきた人も多いと思います。ある

いは、音楽関係なのでピアノは下手がに設置されるこ

とが多いので、「ピアニッ下手」とダジャレで覚えたり

色々ですが、日本では「上手・下手」と言われるよう

になった理由は諸説あるようです。 

能や歌舞伎などが盛んになり、電気による照明もな

かった時代には、舞台は南向きに作られました。そし

て、日の出から日没まで「陽」が長くあたる東側（右

側）を「優位」とし、俗にいう偉い人が配されるよう

になったことから、東側（右側）が「上手
かみて

」、西側（左

側）が下手
しもて

と言われるれるようになりました。 

又、「彼の右に出る者はいない」、低い地位に落とす

ことを「左遷」という言い方がある通り、右側を「優

位」とする考え方に基づいているとする説もありま

す。 

ついでに、諸外国では日本でいう「上手・下手」は何

というのか、調べてみました。英語圏では舞台からの

視 点 と い う 共 通 認 識 が あ り 、 上 手 を 「 Stage 

Left(SL)」、下手を「Stage Right(SR)」と表現して

いるようです。フランスは左右ではなく、別の言い方

で、上手は côté cour（中庭側）、下手は côté 

jardin（庭園側）。これは王立劇団コメディ・フランセ

ーズ上手側にルーヴル宮殿とテュイルリー宮殿の中庭

があり、下手側にテュイルリー庭園があったことに由

来するのだそうです。イタリアの舞台は観客席から見

て右側（parte destra）、左側（parte sinistra）と表

現されています。（東京都支部 岩野浩昭） 

 

12 月 15 日 18 時より、秋田市の「にぎわい交流

館 AU」の研修室で秋田県支部第 36 回定期総会を開

催しました。 

強い風と雪の悪天候の中、9 名が出席した総会は下

総事務局長の開会の言葉で始まりました。村岡会長か

らは「昨年に続いて今年もコロナ禍により計画してい

た事が出来なかった部分が有り、会費を頂いている会

員や組合の皆様に申し訳なく思っている。ただその中

でも第 53 回はたらくものの音楽祭全国祭典が茨城県

水戸市で 3 年振りに開催されたり、県内では〝食とみ

どりと水のフェスティバル〟がやはり 3 年振りに開催

されるなどし、それぞれに参加したり主体的に関わる

事が出来た。また、東北北ブロック WebConcert を

工夫しながら開催することも出来た。まだまだ課題は

あるが、会員の皆さんの知恵と工夫により、今後も秋

田県支部の活動を盛り上げていきたい」と挨拶を頂き

ま 

ました。引き続き下総事務局長の司会、総会議長、議

案の提案で議事が進められ、活動報告、決算報告、会

計監査報告を満場の拍手で承認頂きました。議事の中

で自治労の佐藤さんから東北北ブロック合宿について

詳しい内容を知りたいとの質問があり、副会長の後藤

さんから開催時期や場所、開催意義やカリキュラム等

が説明されましたが、村岡会長から若干補足説明がさ

れたあと元事務局長の大嶋さんや総会議長の下総さん

からも補足（特に楽しい内容）が相次ぎ、若い組合員

の参加を願いつつ、なごやかな雰囲気で議事が進めら

れました。その後活動方針案、予算案が提起され、中

でも 6 月 3 日～4 日に新潟県長岡市で開催が予定され

ている第 54 回はたらくものの音楽祭全国祭典まで時

間が少ないことから、1 月中には事務局会議や幹事会

を開催し、準備を進めて行きたいことも提案されまし

た。また、予算案の内容についていくつか補足説明も

あり、こちらも全体の拍手で承認されました。最後に

新役員から挨拶を頂き、閉会しました。出席頂いた皆

さま、有難うございました。       （下総） 

 

あいさつする村岡会長 

又、「彼の右に出る者はいない」、低い地位に落とす

ことを「左遷」という言い方がある通り、右側を「優

位」とする考え方に基づいているとする説もありま

す。 

ついでに、諸外国では日本でいう「上手・下手」は

何というのか、調べてみました。英語圏では舞台から

の 視 点 と い う 共 通 認 識 が あ り 、 上 手 を 「 Stage 

Left(SL)」、下手を「Stage Right(SR)」と表現して

いるようです。フランスは左右ではなく、別の言い方

で、上手は côté cour（中庭側）、下手は côté 

jardin（庭園側）。これは王立劇団コメディ・フランセ

ーズ上手側にルーヴル宮殿とテュイルリー宮殿の中庭

があり、下手側にテュイルリー庭園があったことに由

来するのだそうです。イタリアの舞台は観客席から見

て右側（parte destra）、左側（parte sinistra）と表

現されています。（東京都支部 岩野浩昭） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 1 月 1 日              音 楽 運 動              第 648 号（5） 

 

 

 

 

 

 

原爆ドーム 

「安保３文書」の閣議決定に抗議し、憲法理念の実現をめざす平和フォーラム声明 
 

日本の安全保障政策を大きく変容させる、いわゆる「安保３文書」の改定が 12月 16日、閣議で決定された。

国会での審議、採決もなく日本の安全保障・防衛政策の根幹を、内閣の裁量で一方的に決めたことに、まず抗

議する。 

日本は、自ら引き起こしたアジア・太平洋戦争において、朝鮮や中国をはじめとしたアジア・太平洋の人び

とに甚大な被害を与え、自らもまた様々な戦火によって多大な被害を受けた。戦争全体の死者数は 2000万人

を超える。この戦争の反省を踏まえ、戦後の日本は、憲法 9 条にある「戦争放棄」と「戦力の不保持」を誓っ

て再出発をした。しかし、朝鮮戦争を契機に警察予備隊・保安隊と再軍備が進められ、1954 年に自衛隊が発

足した。侵略戦争を経験してきた日本の市民社会は、防衛力増強に反対し、憲法９条の理念に拘泥してきた。

この市民社会の基本的姿勢が、集団的自衛権行使を認めず、自衛隊を自衛のために必要最小限の武力を保持す

る「専守防衛」のための組織として、日本の防衛政策の基本に定着させた。 

日本は経済成長と世界市場への進出の過程を歩み、それに伴って防衛力という名の軍事力を拡大してきたが、

この「専守防衛」の基本政策を大きく踏み外すには至らなかった。戦後レジームからの脱却を標榜して成立し

た安倍晋三首相は、2014年、「集団的自衛権行使」容認の閣議決定を行い、日米同盟の深化と軍事一体化をも

くろみ、2015 年９月に自衛隊法をはじめとする安全保障法制を大幅に改悪した。自衛のための戦力と言う概

念は瓦解し、自国が直接攻撃されていないにもかかわらず、他国に対する武力攻撃を阻止する戦力を認めるに

至り、「専守防衛」という日本の安全保障の基本政策は危機的状況に陥った。 

閣議決定による「国家安全保障戦略」、「国家防衛戦略」、「中期防衛力整備計画」の「安保３文書」改定は、

スタンドオフミサイルなどの攻撃型兵器を保有し、防衛費を GDP比２％に倍増し、今後は５年で総額 43兆円

もの防衛費をつぎ込むとしている。ことに「敵基地攻撃能力（反撃能力）」の保有は、「専守防衛」を大きく逸

脱し、これまでの政府方針の大転換であり決して許されない。攻撃型兵器の配備は、周辺諸国の脅威として東

アジアの軍事的緊張を高めることに繋がる。「専守防衛」は相手国への「安全の供与」だが、「敵基地攻撃能力

保有」は「脅威の供与」である。憲法９条の平和主義が何をめざし、何をもたらしてきたかを、今まさに考え

なくてはならない。 

米中対立を背景にし「台湾有事は日本の有事」などとして、防衛力増強を行うことは「安全保障のジレンマ」

に陥り、更なる軍拡競争を呼ぶ。防衛力増強が日本の安全保障に繋がるとは言えない。作曲家の坂本龍一さん

は、「戦争は外交の失敗」として「攻められないようにするのが日々の外交の力。それを怠っておいて軍備増強

するのは本末転倒」と自身のブログで述べている。戦争は愚かな行為であり悲惨な結末を生む。であれば戦争

をどう回避するかを考えなくてはならないが、岸田首相からはそのような議論はまったく聞こえてこない。そ

のことこそ日本の安全保障の脅威だと言える。 

また「安保３文書」は、防衛産業の強化と官民一体となった武器輸出、技術および研究開発の軍事活用、公

共インフラの軍事利用にも言及している。すでに、特定秘密保護法、共謀罪法、重要土地調査規制法、経済安

全保障推進法など、「安保３文書」がめざすものを支える法律が整備されている。今後、私たちのくらしや経済

及び産業、学問の場も軍事的に利用されかねない。このような日本社会の根幹を揺るがすような方針が、拙速

に決定されることは許しがたい。 

自民党は、今年４月に自ら「新たな国家安全保障戦略等の策定に向けた提言」を内閣に提出し、防衛力増強

と防衛費増額を要求していた。しかし、ここに来て財源問題で党内は混乱している。このような無責任な議論

と数の力を背景に日本の重要課題が進んでいくことは、安倍政権以来の政治の危機を象徴している。 

日本の市民社会は、相対的貧困率の高さに象徴される貧困と格差の問題、コロナ禍での失業や物価高騰に苦

しんでいる。そのような市民生活の困窮に目を向けず、莫大な予算を防衛費に投入し、国の安全保障が国民の

責任かのような発言を行い、所得税増、あろうことか東日本大震災の復興特別所得税にまで手をつけようとし

ている。これによって国民生活が圧迫されるのは火を見るより明らかだ。東アジアに軍事的緊張を高める「安

保３文書」の改定を見送り、増税を方針を撤回することを、平和フォーラムは強く要求する。 

「戦争をする国」へと軍拡に走り日本の安全保障政策を変容させるのではなく、粘り強い対話と交流に力を

入れ、東アジア諸国との関係改善を図ることが先決だ。そして武力及び軍事同盟に依存しない姿勢を内外に示

すことだ。憲法前文と第９条を実現していくことが、なによりも日本の最大の抑止力になることを、あらため

て主張する 

2022年 12月 16日 

フォーラム平和・人権・環境 

共同代表 勝島 一博 

藤本 泰成 

 

日音協も加盟している「フォーラム

平和・人権・環境」（平和フォーラム）

から声明が出されました。 

予定された紙面を差し換えて読者の

皆さんにお知らせします。 （編集部） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 1月 1日              音 楽 運 動              第 648号（6） 

▼
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を
め
ぐ
っ

て
、
防
衛
の
戦
略
・
政
策
を
決
め
る
の

に
ど
う
い
う
軍
事
的
な
脅
威
に
直
面
し

て
い
る
の
か
は
二
の
次
に
し
て
、
費
用

の
捻
出
方
法
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
７

年
前
の
安
保
法
制
と
同
じ
日
本
の
進
路

を
大
き
く
転
換
す
る
問
題
な
の
に
▼
ど

こ
の
国
が
ど
う
い
う
様
態
で
侵
略
し
て

く
る
の
か
の
科
学
的
・
客
観
的
な
分
析

は
な
く
、
政
府
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
「
日

本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
ま
す

ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
」
と
い
う

決
ま
り
文
句
を
繰
り
返
し
、
マ
ス
コ
ミ

も
「
ま
す
ま
す
」
が
、
い
つ
か
ら
比
べ

て
、
ど
の
よ
う
に
、
脅
威
が
増
し
て
い

る
の
か
の
中
身
を
何
ら
問
う
こ
と
は
な

い
。
こ
れ
を
毎
日
に
よ
う
に
繰
り
返
さ

れ
る
と
、
国
民
は
根
拠
不
明
の
不
安
感

を
刷
り
込
ま
れ
て
い
く
▼
北
朝
鮮
や
中

国
が
日
本
に
上
陸
侵
攻
し
直
接
軍
事
占

領
を
す
る
と
い
う
脅
威
が
騒
が
れ
て
い

る
が
、
そ
う
す
る
こ
と
に
何
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
仮
に
難
民
が

押
し
寄
せ
る
と
か
尖
閣
が
巻
き
込
ま
れ

る
と
か
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
戦
闘
部
隊
に
よ
る
正
面
切
っ
た
渡

洋
上
陸
作
戦
と
は
量
も
質
も
異
な
る
低

レ
ベ
ル
の
脅
威
で
し
か
な
い
▼
敵
基
地

攻
撃
能
力
の
保
有
と
言
う
が
、
そ
れ
を

実
行
す
る
施
設
を
ど
こ
に
作
る
の
か
、

沖
縄
に
基
地
を
ほ
と
ん
ど
押
し
つ
け
て 

い
る
現
実
か
ら
し 

て
引
き
受
け
る
自 

治
体
は
あ
る
の
だ 

ろ
う
か
。
費
用
の 

前
に
議
論
す
べ
き 

だ
と
思
う
の
だ 

が
。 

    

  

                                                            

 

   

 

     

 

    

   

                          

（162） 

飯島貞親 

▼日音協メーリングリストの皆さん

には、日音協セミナーの発文（案内）

が送られていますが、申込書などお

問合せは事務局まで。   （佐藤） 

▼今年も師走となり断捨離中。ラベ

ルもちゃんとつけないで溜まりに溜

まったカセット、ビデオ、CD、…。

発見。若い時に部屋でレコーディン

グしたカセットテープ。ちゃんと歌

っているじゃないか。あ、探してい

た河島英五の「続・てんびんばかり」

のテープ。NHK の FM に出た時の

もの。『国と国とが争わなければ平和

になれないのだろうか／同じように

ビートルズをくちずさんでいる若者

どうしが血を流しあって／原子力発

電所を持たなければ生きてゆけない

のだろうか／ゆがんだ草や木や／み

にくい魚たちに／囲まれて生きてゆ

くのだろうか／核兵器を持たなけれ

ば自由になれないのだろうか／焼け

野原を裸足で駆けてゆく子どもが／

それを望んだのだろうか／…。断捨

離はいっこうに進まない。 （佐藤） 

▼座骨神経痛と掛けて／美人のママ

がいる小料理屋と解く。／そのココ

ロは／椎間板（つい看板）まで痛い

（居たい）でしょう。   （飯島） 

 

【
参
加
者
】
ス
ー
さ
ん
、
イ
サ
さ
ん
、 

佐
藤
さ
ん
、
坂
口
美
日 

 

計
４
人 

 

今
日
は
参
加
が
少
な
い
か
も
と

い
う
事
前
情
報
も
あ
り
、
散
々
迷
い

な
が
ら
も
、
最
悪
一
人
で
歌
う
状
況

も
考
え
ギ
タ
ー
を
持
参
し
た
。
２
０

１
２
年
９
月
か
ら
始
ま
っ
て

10

年
、
こ
の
茱
萸
坂
に
ギ
タ
ー
を
持
参

し
た
の
は
初
め
て
。 

18
時
25
分
、
国
会
議
事
堂
前
駅

出
口
を
出
て
、
茱
萸
坂
を
下
っ
て
い

く
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
音
色
が
聞
こ

え
て
き
た
。『
あ
た
り
ま
え
の
地
球
』

だ
！
あ
、
佐
藤
さ
ん
が
来
て
る
、
ホ

ッ
と
し
な
が
ら
緩
や
か
に
角
を
曲

が
る
と
、
ス
ー
さ
ん
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
に
合
わ
せ
て
大
き
な
声
で
歌
い

イ
サ
さ
ん
が
鳴
り
も
の
を
鳴
ら
し

て 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

11
／
25
（
４
６
０
回
）
報
告 

坂
口
美
日 

  

て
い
た
。
で
き
れ
ば
こ
の
ま
ま
ギ
タ

ー
を
背
負
っ
て
い
た
い
。
が
、
た
く

さ
ん
の
楽
器
セ
ッ
ト
と
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
を
持
参
し
鳴
ら
し
て
い
る
佐

藤
さ
ん
を
前
に
し
て
そ
う
い
う
わ

け
に
も
い
か
な
い
。
３
人
が
『
原
子

力
発
電
Ｎ
Ｏ
！
』
演
奏
し
終
わ
る
頃

に
私
の
準
備
も
終
わ
り
、
「
自
分
が

弾
け
る
歌
の
楽
譜
し
か
持
っ
て
き

て
い
な
い
の
で
、
弾
け
な
い
歌
は
ギ

タ
ー
は
お
休
み
し
ま
す
。」
と
宣
言
。

優
し
い
佐
藤
さ
ん
が
「
合
わ
せ
ま
す

よ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
り
少
し
ホ
ッ

と
し
て
、
さ
あ
始
め
ま
し
ょ
う
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
、
若
い
警
官
が
笑
顔

で
近
づ
い
て
き
た
。 

「
こ
れ
は
ど
う
い
っ
た
と
り
く

み
で
す
か
？
自
分
は
今
日
こ
こ
が

初
め
て
な
の
で
す
み
ま
せ
ん
、
教
え 

て
く
だ
さ
い
」
と
低
姿
勢
に
聞
い
て

き
た
。
原
発
事
故
後
、
２
０
１
２
年

９
月
か
ら
、
こ
の
場
所
で
国
会
に
向

か
っ
て
う
た
っ
て
い
る
こ
と
を
話

し
た
。
す
る
と
、
そ
の
若
い
警
官
は

「
さ
っ
き
歌
っ
て
い
た
元
気
な
感

じ
の
曲
も
そ
う
い
う
歌
な
ん
で
す

か
？
」
と
聞
い
て
き
た
。
歌
に
興
味

を
示
す
警
官
は
珍
し
い
。
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
の
軽
快
な
音
色
と
リ
ズ
ム
が

若
い
警
官
の
耳
を
捉
え
た
の
か
も

し
れ
な
い
。『
原
子
力
発
電
Ｎ
Ｏ
！
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
と
こ
の
歌
が
で

き
た
経
緯
を
話
す
と
、
「
良
く
わ
か

り
ま
し
た
」
と
納
得
の
笑
顔
で
戻
っ

て
行
っ
た
。
音
楽
が
好
き
な
の
か
も

し
れ
な
い
、
い
つ
か
世
が
世
に
な
れ

ば
、
一
緒
に
歌
う
日
も
く
る
か
な
？

く
る
と
良
い
な
。 

 

警
官
が
去
っ
た
後
は
、
私
の
ギ
タ

ー
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
の
歌
三
昧

と
な
っ
た
。
佐
藤
さ
ん
は
森
さ
ん
に

も
ら
っ
た
と
い
う
フ
ァ
イ
ル
に
楽

譜
が
な
い
と
き
は
、
私
の
楽
譜
を
見

な
が
ら
合
わ
せ
て
く
れ
た
。『
フ
ク 

シ
マ
を
く
り
返
す
な
』『
前
へ
』『
決

意
』『
戦
争
に
力
貸
さ
な
い
』『
ジ
ュ

ゴ
ン
の
す
む
海
』
『
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

『
沖
縄
今
こ
そ
立
ち
上
が
ろ
う
』
ま

で
歌
う
と
、
ス
ー
さ
ん
か
ら
『
ヒ
ロ

シ
マ
の
あ
る
国
で
』
の
リ
ク
エ
ス

ト
。
私
の
楽
譜
に
は
な
か
っ
た
の

で
、
佐
藤
さ
ん
の
楽
譜
を
見
せ
て
も

ら
う
。
ス
ー
さ
ん
の
元
気
な
歌
声
が

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
色
が
、
私
の
下

手
な
ギ
タ
ー
伴
奏
を
か
き
消
す
よ

う
に
周
囲
に
響
い
た
。
続
い
て
『
水

に
流
す
な
』
を
歌
い
、
締
め
は
や
っ

ぱ
り
『
原
子
力
発
電
Ｎ
Ｏ
！
』
。 

 

政
府
は
、
福
島
原
発
事
故
被
災
者

に
も
っ
と
手
厚
い
補
償
を
す
べ
く

見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
い
ま
さ
ら

甚
だ
胡
散
臭
さ
い
。
汚
染
水
放
出
と

再
稼
働
を
強
硬
に
推
し
進
め
る
た

め
の
潤
滑
油
の
つ
も
り
だ
ろ
う
が
、

騙
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
被
災
者
へ

の
補
償
は
、
東
電
が
払
っ
て
い
る
よ

う
に
見
せ
か
け
て
、
実
は
国
民
か
ら

巻
き
上
げ
た
電
気
代
と
税
金
で
賄

わ
れ
て
る
の
だ
か
ら
。
国
は
も
ち
ろ

ん
、
東
電
な
ど
痛
く
も
か
ゆ
く
も
な

い
の
だ
か
ら
。
こ
ん
な
デ
タ
ラ
メ
な

仕
組
み
の
ま
ま
再
稼
働
な
ど
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。
い
ま
こ
そ
『
原
子

力
発
電
Ｎ
Ｏ
！
』
を
高
ら
か
に
歌
お

う
！ 

 


